
１　事業名、請負物件、契約面積、請負予定数量、請負予定金額、事業場所及び完了検査場所

２　事業期間

　　自　契約締結日の翌日から

　　至　令和 年 月 日

３　選択条項　別冊約款中選択される条項は次のとおりである。

（注）国庫債務負担行為に係る契約にあっては、別紙を添付する

４　支給材料及び貸与物件

品名 品質規格 数量 引渡予定場所 引渡予定月日

国庫債務負担行為に係る契約の特則 第４０条

前金払 分の 以内

支給材料及び貸与品 第１５条

○× 部分払 月１ 回以内 第３８条

第３５条第１項

× 中間前金払 第３５条第４項

公共工事履行保証証券による保証 第４条第１項第４号

履行保証保険契約の締結 第４条第１項第５号

契約保証金の納付に代わる担保となる有価証券等の提供 第４条第１項第２号

銀行、甲が確実と認める金融機関等の保証 第４条第１項第３号

適用削除の区分 選択事項 選択条項

契約保証金の納付 第４条第１項第１号

9 3 5

造 林 事 業 請 負 契 約 書（案）

事業名 請負物件
契約
面積

請　　負
予定数量

請負予定金額
事業
場所

生産完了
検査場所



５　特約事項

①

②

③

④

⑤

⑥

令和○○年○○月○○日

発注者　住所

　　　  氏名

印

請負者　住所

　　　　氏名

印

　上記の事業について、発注者と請負者は、各々の対等な立場における合意に基づいて、本
契約書及び北海道森林管理局ホームページに掲載している国有林野事業製品生産事業請負契
約約款によって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。
　また、請負者が共同事業体を結成している場合には、請負者は別紙共同事業体協定書によ
り契約書記載の事業を共同連帯して請け負う。
　本契約の証として本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を保有する。

　上記の事業に関する保安林作業行為協議の知事同意の範囲内で作業を行うものとする。
　なお、やむを得ず知事同意の範囲を超えるおそれがある場合は、請負者は事前に発注者
にその旨を届出し、理由を付して保安林内作業行為の追加・変更協議を行うことを求める
ものとする。

　請負者は、「国有林野事業製品生産事業請負契約約款」に定める事業計画書を作成する
に当たり、技術提案書に記載された内容を反映するものとする。

　発注者が採用した技術提案については、その後の事業において、その内容が一般的に使
用されている状態になった場合には、発注者は無償で使用できることとする。
　ただし、工業所有権等の排他的権利を有する提案についてはこの限りではない。

　発注者が技術提案を適正と認めることにより、設計図書において事業実施方法等を指定
しない部分の事業に関する請負者の責任が軽減されるものではないこととする。

　請負者の責により事業計画書の記載内容が満足出来ないと発注者が判断した場合は、発
注者は、「国有林野事業の素材生産及び造林に係る請負事業成績評定要領の制定について
（平成20年3月31日付け19林国業第244号林野庁長官通知）」に定める事業成績評定につい
て、履行できなかった項目ごとに３点ずつ減ずることができることとする。

　請負者が事業計画書のうち技術提案に係わる内容を履行できなかったと発注者が認めた
場合で再度事業実施が困難あるいは合理的でない場合は、発注者は契約金額の減額、損害
賠償請求等を行うことができることとする。



設計図書について

　入札公告及び北海道森林管理局ホームページに掲載している設計図書（製品生産事業請負標準
仕様書、北海道森林管理局製品生産事業請負仕様書、図面）については、本事業の公告日現在に
交付したものとする。



別紙７

温根湯 1102 へ 保育間伐 トドマツ 12.70 760 伐採・搬出等 1

温根湯 1102 と 保育間伐 トドマツ 5.00 410 伐採・搬出等 2

温根湯 1103 ろ 保育間伐 トドマツ 54.16 4,330 伐採・搬出等 3

温根湯 1103 は 保育間伐 トドマツ 15.10 1,000 伐採・搬出等 4

富士見 1122 は 保育間伐 トドマツ 14.59 1,130 伐採・搬出等 5

富士見 1122 へ 保育間伐 トドマツ 20.30 1,580 伐採・搬出等 6

富士見 1122 と 保育間伐 トドマツ 14.24 690 伐採・搬出等 7

8

合計 136.09 9,900 9

10

11

12

13

注：１．「事業区分又は作業種」欄は、保育間伐、誘導伐、保護伐、天然林受光伐等と記載する。
　　２．「樹種」欄は、人工林の場合のみ記載する。
　　３．「数量」欄は、伐採のみの場合はHA当たり伐採本数（単位：本/ha）を、伐採搬出の場合は生産量（単位：　　　m3）を記載する。
    ４．「作業期間年月日」欄は、作業期間を指定する場合に記載する。

事　業　内　訳　書

事業地
又は

森林事務
所

事業区分
又は

作業種
樹種

面積
(ha)

数量
（㎥）

作業期間年月日

から まで
備考 連番林小班

作業
仕様



別紙８

1102 へ 25 定性間伐 単木 20度未満 干害防備保安林

1102 と 25 列状間伐 5.0m×15.0m 30度未満 干害防備保安林

1103 ろ 25 列状間伐 5.0m×15.0m 20度未満 干害防備保安林

1103 は 25 定性間伐 単木 20度未満 水源かん養保安林

1122 は 25 定性間伐 単木 30度以上 水源かん養保安林

1122 へ 25 定性間伐 単木 30度未満 水源かん養保安林

1122 と 25 定性間伐 単木 30度未満 水源かん養保安林

注：１．「伐採方法」欄は、「列状間伐」（帯状を含む。）、「定性間伐」又は「複層伐」等と記載する。
　　２．「伐採仕様」欄は、「伐列幅×残幅」等を記載する。
    ３．「林地傾斜」欄は、「10度未満」、「20度未満」、「30度未満」又は「30度以上」と記載する。
    ４．「法令制限」欄は、当該林小班に法令制限の指定がある場合に記載する。

事業地毎の作業条件

林小班
伐採率
（％）

伐採方法
伐採仕様

（伐列幅×残幅）
林地傾斜 法令制限



事業地別伐区別立木資材と生産計画表　　　　　

　　　　　　　事業場所 伐採 　　　　　　立木資材量 （㎥） 　立木資材㎥廻り ｈa 　素材生産請負計画量 　同時販売予定量

事業地名 事業区分 林班 小班 支番 伐区 面積 当り

本数 材積 本数 材積 本数 材積 Ｎ Ｌ 計 資材量 Ｎ Ｌ Ｎ Ｌ 計 Ｎ Ｌ 計

華梨場山 保育活用 1102 へ 12.70 1,082 1,101.33 1,082 1,101.33 1.02 1.02 87 69.0 760 760

華梨場山 保育活用 1102 と 5.00 687 474.01 719 156.30 1,406 630.31 0.69 0.22 0.45 126 69.6 51.2 330 80 410

華梨場山 保育活用 1103 ろ 54.16 11,843 5,861.70 2,163 439.19 14,006 6,300.89 0.49 0.20 0.45 116 69.6 56.9 4,080 250 4,330

華梨場山 保育活用 1103 は 15.10 1,866 1,427.42 1,866 1,427.42 0.76 0.76 95 70.1 1,000 1,000

５２号 保育活用 1122 は 14.59 2,197 1,629.70 2,197 1,629.70 0.74 0.74 112 69.3 1,130 1,130

５２号 保育活用 1122 へ 20.30 3,903 2,252.45 44 7.51 3,947 2,259.96 0.58 0.17 0.57 111 69.9 66.6 1,575 5 1,580

５２号 保育活用 1122 と 14.24 2,299 988.23 91 13.54 2,390 1,001.77 0.43 0.15 0.42 70 69.3 36.9 685 5 690

合計 136.09 23,877 13,734.84 3,017 616.54 26,894 14,351.38 0.58 0.20 0.53 105 69.6 55.1 9,560 340 9,900

素材生産

見込利用率Ｎ Ｌ 計



事業区分別立木資材と生産計画表　　　　　

　　　事業区分 伐採 　　　　　　立木資材量 （㎥） 　立木資材㎥廻り ｈa 　素材生産請負計画量 　同時販売予定量

面積 　　　Ｎ 　　　Ｌ 　　　計 当り

本数 材積 本数 材積 本数 材積 Ｎ Ｌ 計 資材量 Ｎ Ｌ Ｎ Ｌ 計 Ｎ Ｌ 計

経常

天然受光

育成受光

誘導伐

保育活用 136.09 23,877 13,734.84 3,017 616.54 26,894 14,351.38 0.58 0.20 0.53 105 69.6 55.1 9,560 340 9,900

保護伐

合計 136.09 23,877 13,734.84 3,017 616.54 26,894 14,351.38 0.58 0.20 0.53 105 69.6 55.1 9,560 340 9,900

素材生産

見込利用率



請負事業作業仕訳書（Ａ）

作業場所 変動費

事業地 作業種 作業工程 固定費 経常 天然受光 育成受光 誘導伐 保育活用 保護伐

別

伐採搬出 伐倒 変 9,900 9900㎥
造材 変 9,900 9900㎥
集材 変 9,900 9900㎥

山元土場巻立 固 9,900 9900㎥
引込線作設 固 0ｍ

搬出路作設（森林作業道） 固 28,100 28100ｍ
土場作設 固 20,200 20200㎡

既設路維持・修繕
（森林作業道）

固 1,680 1680ｍ

既設路維持・修繕
（トラック道）

固 360 360ｍ

除雪 固 49,200 49200ｍ
検知業務 形量・品質検知 変 6,300 6300㎥

椪検知 変 6,300 6300㎥
層積検知 変 3,600 3600㎥

素材輸送 積込・運賃 変 0㎥
材整理 変 0㎥

椪検知(輸送材) 変 0㎥
層積検知(輸送材) 変 0㎥

その他 機械類運搬 固

人員輸送費 固

仮設経費 固

その他経費 固 5本
エゾシカ
対策幟

その他経費 固 3本
ヒグマ対策
スプレー

その他経費 固 10ｍ
ポリ波状管
φ200mm

その他経費 固 962㎥ 砂利敷

※　請負予定数量欄の単位は、素材：㎥

直接費内訳書

事業別請負予定数量

温根湯
富士見

摘要

作業区分



請負事業作業仕訳書（Ｂ）

間接費内訳書

製品生産事業 経常 伐採搬出事業

運送事業

検知業務

森林環境保全 天然受光 伐採搬出事業

整備事業 運送事業

検知業務

計

育成受光 伐採搬出事業

運送事業

検知業務

計

誘導伐 伐採搬出事業

運送事業

検知業務

計

保育活用 伐採搬出事業

運送事業

検知業務

計

保護伐 伐採搬出事業

運送事業

検知業務

計

伐採搬出事業

計 運送事業

検知業務

計

厚生年金保険料
林業退職金
共済掛金

現場経費
合計

労務関係費

計労災保険料 健康保険料 雇用保険料

伐採搬出・検知業務一括

請負区分

作業種

諸経費

事業名 事業区分

計

計一般管理費



特 記 仕 様 書 

 

 ８年度網走中部署【温根湯・富士見地区】保全整備（保育間伐）第３号について、下記

の事項を定める。 

 

記 

 

１ 伐採について 

  (1)当該事業の列状間伐作業地においては、調査木の標示（ナンバーテープ）の有無に

かかわらず列状間伐ができるものとする。 

  (2)調査木の標示（ナンバーテープ）がある立木を伐採しない場合、標示を剥がす必 

  要はない。 

(3)虫害・材の劣化防止のため、伐採後は速やかに土場へ搬出巻立てすること。 

(4)伐採区域を十分確認したうえで、伐採に着手すること。 

 

２ 保安林内作業行為協議の知事同意内容の説明 

当該事業の事業地は全て保安林に指定されており、当該事業に係る保安林内作業行

為協議の申請中である為、知事の同意後に事業を着手すること。（別紙「事業地毎の

作業条件」参照） 

 

３ システム販売 

当該事業から出材される素材がシステム販売の対象となった場合は、別途、採材寸

法及び検知方法、伐採時期について指示する。 

 

４ 土場と林道・既設道等を結ぶ森林作業道の作設 

設計図書（位置図）に示している、土場と林道又は既設道を結ぶ森林作業道を作設

する場合は、次の各項については森林作業道作設仕様書によらず、次に定める仕様に

より作設するものとする。 

①縦断勾配：原則 9%以下（地形の状況等によりやむを得ない場合 14%以下） 

②敷 砂 利：敷幅は 3m の範囲内、敷厚は 10cm または 20cm、切込砕石 80mm 級とする。 

なお、敷砂利を行う際は、事前に監督職員の品質確認を受けてから行うこと。 

また、敷砂利分の「納入伝票」及び「納品書等」を（部分）完了検査時に提出する

こと。 

※納品書等とは、砕石プラント等から受注者に対し、当該数量を納品したことを証明

する一覧表とする。 

 

５ 既設道の維持修繕・除雪に関する事項 

 (1)既設道の維持修繕 

設計図書に示している、既設道については、車両の通行に支障がないよう、路体の

維持修繕を行うものとする。 

 (2)既設道への敷砂利 

設計図書（位置図）に示している、土場線、既設道修繕箇所等については、次に定

める仕様により敷砂利を行うものとする。 

① 敷  幅：3m の範囲内 

② 敷  厚：10cm または 20cm 

③ 切込砕石：80mm 級 

なお、敷砂利を行う際は、事前に監督職員の品質確認を受けてから行うこと。 



また、敷砂利分の「納入伝票」及び「納品書等」を（部分）完了検査時に提出する

こと。 

※納品書等とは、砕石プラント等から受注者に対し、当該数量を納品したことを証明

する一覧表とする。 

 

 (3)除雪 

当該事業の事業地へ通じる通勤路（公道を除く。）については、車両の通行に支障

がないよう、除雪を行うものとする。 

 

６ 濁水対策及び事業期間の指定 

   当該事業地は下流に取水施設があり地域住民等の利用があるため、濁水対策のうえ

十分注意して作業を行うこと。 

   また、当該箇所の着手前には監督職員の指示のもと関係者へ連絡すること。 

 

６ 排水管の設置 

設計図書に示している箇所については、次のとおり排水管を設置するものとする。  

① １１０２ は林小班：ポリ波状管    Φ200mm×10m 

 

７ 工程管理の取り組み 

 (1) 「製品生産事業請負実行管理基準」に定める作業日報は、請負者自らが定め使用す

る作業日報であり、それとは別に様式２により作業種毎の工程管理用の作業日報を

作成すること。 

    なお、当該様式に定める工程管理用の作業日報の内容が網羅されている場合には、

請負者自ら定め使用する作業日報に置換えることは可とする。 

（2） 事業着手日以降の翌月１０日までに様式２「作業日報」により整理した内容を様

式３「週集計表」、様式４「月集計表」へ集計し、様式１作業種毎の「月別工程管理

表」により提出すること。 

    ※様式 1「月別工程管理表」に様式２「作業日報」、様式３「週集計表」を添付し

提出すること。 

   但し、様式３「週集計表」は契約後発注官署と調整のうえ省略することは可とする。 

    また、工程管理用の作業日報は「生産日報アプリ」による提出に置き換えること

も可とする。 

 

８ 誤伐防止 

誤伐防止のため別紙「誤伐防止のためのチェックポイント」を事業計画書の承認を

受けた後事業着手前に提出すること。 

 

９ ナラ枯れ被害拡大防止対策 

ナラ枯れの被害に関する対応について、別紙「北海道内におけるナラ枯れ被害木等 

の伐採・移動に関する指針」(北海道水産林務部林務局森林整備課)に基づき適切に対

応するほか、監督職員の指示に従うものとする。 

また、事前踏査及び事業実行中に被害木及び被害木と推定されるものが発見された

場合は立木にテープ等で表示するとともに、位置情報を速やかに監督職員等へ報告す

ること。 



令和 年 月 日

宛て

社

所在地 分

所在地 分

所在地 分

所在地 分

(日）

 チェーンソー

フェラーバンチャ

 ハーベスタ

 木寄せ　（グラップル等）

グラップル（積込）

 フォワーダー

 ハーベスタ

 プロセッサ

 チェーンソー

 巻立て　（グラップル）

形量品質検知・椪検知・層積検知

森林作業道作設・修繕

引込線作設・修繕（砂利敷を含む）

 機械搬入・搬出

 踏　査（表示、幅出し等）

 打合せ

運材・輸送（トラック）

 その他（○○）

 その他（○○）

 その他（○○）

 その他（○○）

注１ セルにのみ入力

注２ その他（○○）には、具体的用語を記載するとともに適宜行を追加することとする。

A/B

生産性

（㎥/人日）

（様式１/署提出用）

日 日

-1 月 -1 月末累計

実行量

A（㎥）

人工数

B（人日）

作業種

主間伐別

保育間伐（活用型）

間伐（列状）

月別工程管理表　　　

実行量

（㎥）

人工数

（人日）

日

事業体名

 伐　倒

 集　材

 造　材

生産性

0

受注形態（単独・共同） 構成員数

　作 業 工 程

 実　働　日

実行量

（㎥） （人日）

人工数

前月末累計

 計　 0

代表者

※構成員

※構成員

※構成員

0

毎月提出

契約事業名 保育間伐
（活用型）

計天然林
受光伐

育成
受光伐

誘導伐
　　　　作業種

契約内訳事業期間

事業地
までの
大凡通
勤平均
時間

請負生産予定量

生産量（実績）

進捗率

0

0

請負者名
（単体受注の場合代表者欄記載）

（※共同事業体の場合記載）

実事業期間



（ 班 ）

令和 年 月 日 【必要事項の記載（メモ）】

人

国有林 林小班　外 1

例：帯状○ｍ伐採○ｍ残し

本 ㎥

本 ㎥

本 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

約 ㎥

注1：

注２：

（機械等）
※具体的な機種名を記載

例：ﾌｧﾗｰﾊﾞﾝﾁｬｻﾞｳﾙｽ

セルにのみ入力

その他（○○）には、具体的用務を記載

（様式２/事業体用）

（作業者及び作業時間）

作　業　者　

 作 業 工 程

 伐　倒

 木寄せ　（グラップル等）

 集　材

 造　材

 巻立て　（グラップル）

形量品質検知・椪検知・層積検知

引込線作設・修繕（砂利敷を含む）

 機械搬入・搬出

 踏　査（表示、幅出し等）

 打合せ

運材・輸送（トラック）

 その他（○○）

 計　（時間）

監督員の指示事項等

（作業量）

0 0 0 0 0

0

0

0 00

計
（時間）

① ② ⑥ ⑦

0

0

0

⑤

0

備　考

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 ハーベスタ

0 フォワーダー

③ ④

作業箇所

年　月　日

天候 当日従事者数

森林作業道作設・修繕

 プロセッサ

 チェーンソー

 チェーンソー

 ハーベスタ

グラップル（積込）

 その他（○○）

作業種 主間伐別

具体的伐採方法

共同事業体の場合は、それぞれの構成員により週集計表まで作成し、月集計表において合算

伐採方法

※同日に複数作業種（主間伐別）を稼働させている場合、集計を別様とし整理すること。但し、人工林の育成受光伐は保育間伐活用型と一体で整理して構わない。

※その他の作業種で人工計上の必要がある場合は適宜行を追加すること。

作　業　日　報

フェラーバンチャ 0

(        )

 その他（○○）

 その他（○○）



（

月 日

． ． ． ． ． ． ．

名 名 名 名 名 名 名

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 ㎥

約 m

約 m

注１ セルにのみ入力

注２ その他（○○）には、具体的用語を記載するとともに行が不足する場合は適宜行の追加をすること。

 その他（○○）

（様式３/事業体用）

週　集　計　表

週

作業箇所

作　業　工　程

（作業時間集計）

形量品質検知・椪検知・層積検知

森林作業道作設・修繕

引込線作設・修繕（砂利敷を含む）

 機械搬入・搬出

）日令和

班）

計

 踏　査（表示、幅出し等）

月 第

国有林

作 業 者・
作業員人数

月

年 ～

林小班　外

0 月

 フォワーダー

（

作業種

主間伐別

週

火 水 木 金 土 日

箇所

0

（時間）
〈㎥〉

作業量

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 計　（時間） 0

 伐　倒

 ハーベスタ

 木寄せ　（グラップル等）

 集　材

 造　材

 チェーンソー

 その他（○○）

 その他（○○）

 その他（○○）

 巻立て　（グラップル）

 チェーンソー

フェラーバンチャ

グラップル（積込）

 ハーベスタ

 プロセッサ

 打合せ

運材・輸送（トラック）

0 0 0

0

0

0

00 0 0



当月進捗率
累計進捗率

※共同事業体の場合は記載

（作業時間集計・生産性算出）

． ． ． ． ．

〈㎥/人日〉

日 日 日 日 日 (B/A)

 チェーンソー

フェラーバンチャ

 ハーベスタ

 木寄せ　（グラップル等）

グラップル（積込）

 フォワーダー

 ハーベスタ

 プロセッサ

 チェーンソー

 巻立て　（グラップル）

形量品質検知・椪検知・層積検知

森林作業道作設・修繕

引込線作設・修繕（砂利敷を含む）

 機械搬入・搬出

 踏　査（表示、幅出し等）

 打合せ

運材・輸送（トラック）

 その他（○○）

 その他（○○）

 その他（○○）

 その他（○○）

注１ セルにのみ入力

注２ その他（○○）には、具体的用語を記載するとともに適宜行を追加することとする。

作業種

主間伐別

（様式４/事業体用）

契 約 事 業 名 ：

予 定 生 産 量 

当月末実行量累計

第４週 第５週

１日の平均
実稼働時間

保育
間伐
(㎥）

誘導伐
(㎥）

育成
受光伐
(㎥）

天然林
受光伐
(㎥）

作　業　工　程

○○年度〇〇署【〇〇地区】保全整備（保育間伐等）第〇号

当月予定量

当月実行量 0

進捗率

当月末累計予定量

0

0

〈㎥〉

(a)

～ ～～ ～ ～

人
工
数

作
業
量

生
産
性

0

〈人日〉

月集計表（ 班）

事業体情報

第２週 第３週

(A)=a/実
稼働時間

通勤時間会社所在地

受注形態（単独・共同） 構成員数

※構成員（当該事業体名）

第１週

町（市）

(時間）

計

（B)

週別
　　　　実稼働日

 造　材

 集　材

 伐　倒

 計　（時間）

0 00000

事業体名

約

社

合計
(㎥）



別紙 

製品生産における誤伐防止のためのチェックポイント 
 年   月   日 

発注者 

 分任支出負担行為担当官 

        森林管理（支）署長 殿 

             請負者                        

          住所                          

          氏名                          

 

   年   月   日契約した  年度○○署【△△地区】保全整備（保育間伐・地拵え・植付） 

第□号について、下記事項の通り提出いたします。 

 

区  分 チェックポイント 
チェック 

はい 該当なし 

保安林協議 
保安林伐採協議及び作業行為の知事同意済内容を確認しましたか ☐ ☐  

特に土場・森林作業道の作設面積は、確認しましたか ☐  

契約書と図面

等の事前確認 

契約書・仕様書・特記仕様書等の確認をしましたか ☐ 

  

関係図簿等の資料を確認しましたか ☐ 

隣接地に収穫調査、立木販売済箇所及び分収林の有無を確認しましたか ☐ 

伐採区域内における伐採除外地の有無を確認しましたか ☐ 

境界の 

現地確認 

林小班及び伐採区域の現地確認をしましたか ☐   

  隣接地の収穫調査、立木販売済箇所及び分収林を現地確認しましたか ☐ 

伐区界等の不明箇所がありましたか ☐ ☐ 

 （ある場合）不明箇所を監督職員等に確認依頼しましたか ☐  

支障木の取扱 

（裏面） 

立木販売と製品生産事業での支障木の取扱方法の相違を理解しましたか ☐   

  作業従事者に上記について周知しましたか ☐ 

作業従事者 

・ 

下請者への 

指導 

作業従事者に図面等を配布し、次のことを指導しましたか 

・ 伐採区域の標示方法 ☐ 

  

・ 伐採方法（帯状、定性等）及び伐採仕様（伐採率） ☐ 

・ 調査木の標示方法（№テープの記号、番号、色別） ☐ 

・ 伐採除外地の有無  ☐ 

・ 伐採除外地の標示方法 ☐ 
作業従事者に上記について不明な場合は現場代理人へ報告するよう指導

しましたか 
☐ 

丸太・砂利等運搬を除き、下請け作業がある場合、下請者に作業従事者と

同様のことを指導しましたか 
☐ ☐ 

注：このチェック表は、事業計画書の承認を受けた後、事業着手前に監督職員に提出してください。 

監督職員 

   年    月    日 

官職氏名 



支障木の取扱 

項目 
立木販売 製品生産事業 

伐区内 伐区外 伐区内 伐区外 

伐倒 

支障木 

伐倒支障木が発生する場合は、買受人

は支障木届を森林官等に提出し、森林

官等の指示により伐倒を行う。 

 

※伐倒開始は代金納入後に森林官等の

指示により行う 

同左 

伐倒支障木が発生する場合は、請負者

は支障木届を監督職員に提出し、監督

職員の指示により伐倒を行う。 

 

※伐倒開始は監督職員の指示により行

う 

同左 

損傷木 

損傷木が発生した場合は、買受人は支

障木届を森林官等に提出し、森林官等

の指示により伐倒を行う。 

 

※伐倒開始は代金納入後に森林官等の

指示により行う。 

同左 

損傷木が発生した場合は、請負者は支

障木届を監督職員に提出し、監督職員

の指示により伐倒を行う。 

 

※伐倒開始は監督職員の指示により行

う。 

同左 

搬出路等 

支障木 

搬出路支障木が発生する場合は、買受

人は支障木届を森林官等に提出し、森

林官等の指示により伐倒を行う。 

 

※伐倒開始は代金納入後に森林官等の

指示により行う。 

同左 

森林作業道支障木は、予め本物件の調

査結果を活用して資材に繰入れ払出済

のため、支障木届の提出は必要ない。 

森林作業道支障木が

発生する場合は、請負

者は支障木届を監督

職員に提出し、監督職

員の指示により伐倒

を行う。 

※伐倒開始は監督職

員の指示により行う。 

土場支障木 

土場支障木が発生する場合は、買受人

は支障木届を森林官等に提出し、森林

官等の指示により伐倒を行う。 

 

※伐倒開始は代金納入後に森林官等の

指示により行う。 

同左 

土場支障木が発生する場合は、請負者

は支障木届を監督職員に提出し、監督

職員の指示により伐倒を行う。 

 

※伐倒開始は監督職員の指示により行

う。 

同左 

 



別紙









事 業 名 　８年度網走中部署【温根湯・富士見地区】保全整備（保育間伐）第３号

事 業 期 間

事 業 場 所 　1102林班へ小班外

契 約 数 量

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

生産量 900 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 9,900

事業地

　自　契約締結日の翌日　　　　 至

   9,900　㎥

月　別　生　産　計　画

令和9年3月5日

温根湯・富士見


